
裁　　 決　へ　書

審査請求人

上記代理人

平22 厚政第１１０り号

ｊ　 上 記 審 査 請 求 人 か ら 平 成 ２ ２ 年1 ≧2 月 １ ５ 日 付 け で 提 起 さ れ た 宇 部 市 福 祉 事

｜　　　　 ．　　　　　　　　　 ・　　　　■　 ●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・

， 務 所 長 （ 以 下 「 処 分 庁 」 と い う ． ）一が 行 っ た 生 活 保 護 変 更 決 定 処 分 （ 以 下 「 本

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ，１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・　・

件 処 分 」 と い う ．⊃ に 関 す る 審 査 請 求 に つ い てI 、 次 の と お り 裁 決 し ま す ．　　 六

卜･　　　 主　 卜 厂 文　 ‥ ‥ ‥ ‥　　 ‥‥ ‥

丶　　　　　　　　　　　　　　　 ■　■㎜　　１本 件 処 分 を 取 り 箘 す
○●’　　　　

． ・　．･　．　　　　●●･
Ｉ･　’･　．Ｉ　

・　”Ｉ　　 ｌ
ｆ‾　　　

Ｉ　　　ｌ　
，　
ｌ　
ｊｌ●･　

・

、　∧　　 十　　　　　 審査請求の要旨　　 ∧　 ＼ イ　　 匸

審査請求人は、処分庁が平成２２年１ １ 月 ８日付けで行った本件処分の取消

………しを求め、その理由としておおむね次のように主張する。　　卜＼　　 づ ・

〉審査請求人の皿 ㎜ （以下｡㎜･ という。）の「審査請汞ﾉyは㎜
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岑 に 転 出 し た 。 現 在 は 育 児 を 放 棄 し て い る 。 」 ど の 処 分 庁 に 竍 す る 申 し 立 て は

虚 偽 マ あ り ヅ 審 査 請 求 人 は ■ 市 で の 居 徃 事 実 が あ り 、
■ 市 に 転 出 し だ 事 実

･．　　　　　　　　　ｌ　　　　　、●･　　　　　　　　　　　　　　　　・ 冫･　　　　●　　　　’　　　　　　　 。
は な い。

１

▽　　　 口 ＼　裁 決 の 理 由

当庁 が調査し たところ、次の事実が認められる。

(1) 処分庁は、 、審査請求人から'の生活保護の申請を

ダ　受理し√㎜ にあるアノター″卜「

「家」という。）を居住地として、審査請求人、

(以下

め㎜ 肬帯で向｡日付分保灑を開妬したこと。

（2･）平成２２年９月ご2プ日、審査請求人が処分庁に赴き、平成２２年９月６

∧ 日から■ 市4こある･･「

ご 報告したことノ　 ダ

にて就労を開始したことを

（ ３ ） 平 成 ２ 万 年 厂O 月21 月 、‘J皿 力･i処 分 庁 に 赴 軋 審 査 躋 求 人 が 家 に 帰 っ
。　　　　　　 ｜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

＼ 七 こ な い と 発 言 し た こ と 。 処 分 庁 は 、ご審 査 請 求 人 が 家 に 帰 っ て こ な い 件 に

■　　■■　　　㎜　　　　　 ノ　　　　　　　　` 　　　　　　　　　　　　　　 ｉ．Ｉ　　　　　。　　　 、
つ い て 、 保 護 費 め 支 給 日 に 審 査 請 求 人 、皿 向 席 の ち と 実 態 把 握 す る こ と

を 伝 え 言 場 合 に よ っ で は 審 査 請 求 人 の 保 護 の 喪 失 （世 帯 員 削 除 ） を ず る こ

と を㎜ に 説 明 し た こ と 。 ‥‥､
‥ ‥‥　 ‥

‥

‥
‥
‥
‥　　　　 ‥ ‥

‥
‥　　 ‥

■　　　　　　　　’Ｊ･　　　　　　　●、　　ｆ　･-　　　　　　　　　　　　　　―Ｉ　　●
（４ ） 平 成 ２ ２ 年 １ ０ 月 ２ ６ 日 、 処 分 庁 の 担 当 ケ ー=－－ス ワ 一一カ ヤ が 家 を 訪 問 し た

・　　　●　　　　　　　‘　　　　　　　　｜　　　、　　　●

が 不 在 で あ り 、 不 在 票 に て 処 分 庁 ぺ の 連 絡 を 楷 示 し た こ と 。

（下 ） 平 成 ２ ２ 年 １ ０ 月 ２ ８ 日 、 処 分 庁 が ㎜ を 嚀 び 出 し 、 審 糞 請 求 人 の 状 況
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を 聴 取 し た と こ ろ 、 審 洫 請 求 人 は 家 に 帰 ら ず ● 卅 の 知 人 宅 に 住 ん で 居 る

●　　Φ　　　　　 。・　　 ●　　　　　　　　　　　　　　　　 ’１ ・　　　　　　　　　 Ｉ　． Ｊ　 Ｉ’卜
の 分 は と の 報 告

希 受 け た １ と
。 ま 尨 犬 審 遍 請 求 人 か ● ら に ほ と ん 七 生 活

卜
費 を 与 え ず 、｡ ノタチ ン ゴ マ 浪 費 し 、 金 が な く な る と 子 ど も に 無 心 す る 始 末 で

・　　　　　　　 １　●　・　　　　　　　　　　 、　　　』
あ っ た こ と を 聴 取 し た こ と 。 六 卜　 ／　　　　　 ＼　 犬　　　　 へ

。　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・　　　　ｌ　　　　　　　　 ¶　　　　　　　　　 ・

＼　 匸さ 圸
こ 。 審 洫 請 求 人 の 生 痞 実 万態 が

・
市 に 移 っ 媼 襠 乱

ヽう ｌ と で 、■

・　　　　　　　　　　 ■　　　　　　　　　 ．　　　　　 ｆ
＼ 讎 か ら 審 査 請 求 人 の 転 出 掫 が 提 出 さ れ た と と 。…

… …= ＼　　
レ

∧

（ ６ ） 平 成 ２ ２ 年 １ ０ 月2J 日 、 処 分 庁 の 担 当 ケ ー ズ ワ サ カ ー が 家 を 訪 問 し 、｡｡ご
。　　　　　　　　　　　　　　　 １　　　　　　 １･　　　　　　　　 ■　　　　　　　　　　 ・

■■　　　　 ■　１ ４　　　　　　 ■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■　Ｉ　　　　　 ■　　　　　　　　　 ■
へ ■

、
圃 と 面 接 しﾚ 審 査 請 求 人 か ら､ 遖 絡 が な い こ ∧と を 聴 取｡ し だ こ と

。

（ ７ ）＼ 処 分 庁 は 、 ’平 成 之 ２ 年1: 舂 胃 ２ ８ 日 に ・ か ら 徴 取 し た 転 出 届 に 基 づ き 、

厂　 平 成 ２ ２ 年 １ １ 月 １ 日 付 げ で 、 審 査 請 求 人 の 世 帯 転 出 を 決 定 し た こ と
。 二

砲 ） 平 成3/2 年 １ １ 月 ５ 耿ﾚ
㎜ が 雎 分 庠 に 赴 岸

、 審 査 油 求 人 は い な い が 。､
∧

●-　　　　　　　　　　　　　　 。　　　　 。　・　１　　　・　　　　 ―●･　　　　　 ・　　　　　Ｉ　・　　　　　　 ■

＼ ㎜ と 協 力 し て 乖 活 し て い き たﾙﾊ と 述 侈 参 こ と 。 ・　 ‥‥‥
‥ ‥　　

‥‥
ｊ……

… ｊ

¶　　・　　　　　　　　　　 ●　　　■　　　　　　　　　　　 ■　　　　 ４　。　　　　　　　　　　 ・
（ ９ ） 平 成 ２ ２ 年 １ １ 月 ８ 日 付 け の 保 護 決 定 （ 変 更 ） 通 知 書 に よ り 、 平 成 ＼

・　　－　　　　 ■　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｉ
づ2 T2 年 １ １ 月 １ 日 付 け で 審 査 請 求 人 の 転 出 を 通 知 し た こ と

。　　　
… … …

■　　　　　　　　　 Ｉ　・　　　　　　　　　 ・　　・　　　　　　 ／　　　　　　　　　　　 。　 ・
■　　　・　　　・　　　　　　　　　　 ●　　　　　　 、　　　　　●ｉ　　　　　 』㎜　●　・　　　　　　　　　　　　　　　　 ●　　　　　　　　　 ｜　　　　　　　　　　　　　　　 ・　　　．

Ｉ（ １ ０･､） 処 分 庁 は √ 平 成 ２ ２ 年 ９ 月 ２ ８ 日 以 降 、 ／（ ９ ）∧ の 通 知 を 行 う ま で の ＼

、　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
¶　　 ａＳ･　　　　　　　　　　　　 １　　　　　　 ¶Ｘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｉ■　　 ■　　･･　 丶■･　　　　　　　　　　　　 －

間 、卜
審 査 請 求 人 か ら 一 度 も 状 況 聴 取 を 行 っ て い な い こ と

。 …
…j

… …9

２　 当 庁 の 判 断　 ‥‥‥ ‥ ‥‥ ‥　　 ｀　　 ＼　 二

■　　　　　　・　　　　　．　、　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　丶　・　　　・争 点 ほ
、 審 査 請 求 人 ６皿 収 の 家 で め 居 住 事 実 か 消 鐔 し 、㎜ 世 帯 か

ら 転 出 し た か ど.う か で あ る のIで 、‥こ の 点 に つ い て 判 断 す る ．ご　 卜　　 二　 卜

’世 帯 認 定 に つ い で は 、ム「生 活 保 護 法 に よ る保 護 め 実 施 要 領 に つ い て 」 （昭 和
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＼ ３ ６ 年 ４ 月 １ 日 付 け 厚 生 省 発 社 第 １ ２ ３ 号 厚 生 事 務 次 官 通 知 。 ） に よ れ ば 、 同

■　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　 ■　　　　　 ’　 ●　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　｡・
・　　　　　　　　　　　　　　　　　　●|i ｜　･ ●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■・　　　　　　　　　　　　・ヶ － の 住 居 に 居 住 ル 、 生 計 を ー つ に し て い る も の は 、 同 二 世 帯 員 と し て 認 定 さ れ

づ　 る こ と を 原 則 と し て お り 、 居 住 者 相 互 の 関 係 （ 親 族 関 係 の 有 無 レ 濃 密 性 等 ） 、
・　　　　・　　　丶　　　　　　　　　 ■　　　　　　　　　　　　　　　　　・

生 活 実 態 （消 費 財 ・ サ ー ビ ス の 共 同 購 入 、 消 費 の 共 同 、1家 事 労 働 の 分 担 等 ） 、

･､　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　I　　　　　●　　･●　　｜・　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・　　　　　　 ■
丶`卜 他 の 法 律 関 係/ （ 戸 籍 、 住 民 基 本 台 帳 の 記 載 事 実 等 ）へ 民 生 委 員 の 意 見 等 地 域 の

均 衡 な ど の 事 実 を 正 確 に 把 握 し 、 個 々 の 事 例 に 即 し て 適 正 に 行 う こ と が 求 め ら

れ て い る 。 （生 活 保 護 手 帳 別 冊 問 答 集2  0  10 第 １ 世 帯 の 認 定 ） ∧　　　 △

こ れ ら を 本 件 に 七 ）い て み る と 、 上 記1  (3) 、 （ ５ ）へ ＼ （ ６ ） 、 （ ８ ） に あ

■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　 －　●　　　　　　　 ・
■　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/･　　　　　　　　　　　　　　　　　 －

る と お りﾌ √ 処 分 庁 は 審 査 請 求 人 が 家 に い な い こ と を 皿 か ら 聊 取 を し て い る 貳

］ 当庁に提出された審査請求書には、審査請求人は、つ平成2 ゛2年ﾚ9月より勤務先

’
り’Ｕ
‐
　

―

か ■ 市 に か
？ だ 卆 と 陌 よ り

、
㎜ 市 か ら の 迪 勵 が 大 変 と な り

、
㎜ 市 の 友 人

■　　　　　　　　　　　　　 ●･　･　･　　　　　　　 ｌ　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・　　　　　 Ｉ■　！　　　　　　　　　 ．　¶　　　　　　　 ●　　　　・　 、　●　　　・　．　　　　　 ”
宅 に 世 話 に な る こ と が 多 か っ た が 、 審 査 請 求 人 の 着 物 や 靴 は 韋 だ 家 に あ り

、 月

の う ち ３ 分 の １ は 家 か ら 通 勤 し て い た と 主 氈 し て い る ．
ま た

、･ 審 査 請 求 人 は
、

＼ 御 飯 を 家 族 の 分 ま で 作 う て い 左 ］こ と ミ 平 成 ２ ２ 年 １ ０ 月
、
・

の 擒 縦 電 話 代 を

■　　・　　　　　　・　♂　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 －
Ｉ　　　　　　　　･･　　　　　　　 丶　　’ ●‥　　　　　　-.　　 ●　　　　　　　　　　　　　　 ●I　　　　　 ●‘　　 ｀ダ審 査 請 求 人 が 支 払 っ た と も 主 張 し て い る ． こ の 点 に う い て 、 処 分 庁 か ら の 弁 明

｜　　　　　　　　　　　　 ■　　　　　　　　　.　　　　　F,　 －

書 に､ よ る と い 特 に 事 実 認 否 は な い ．　　 ＼ ／　
ご　　　

一　 ∧　　　 ／　 ヶ ＼

こ れ は 、＼上 記 ！ （ １ ０ ） に あ る 赱 お り √ 本 件 処 分 を す る に あ た り
、 処 分 庁 が

Ｉ　　　　　 ●　　　　　　　 ’　　　　　　 Ｉ　　　　Ｉ　　　　　　　　　ﾐ ’I　　　I
-tU二帯 主 で あ っ た 審 査 請 求 人 に 対 し 状 況 聴 取 を 怠 っ た こ. と に 起 因 す る ． こ の こ と

Ｉ　　　　　　　　　　　 ・　　　　　　　　　　　　　 ・　　　　　　　　　　　 ・　　　・　　　　　　　　　 ●-.・　　　　　　　　 ・　　　　．　　　　　　　　　 ・　　　　　　 ●　　、　　　　・
Ｉ　　　　　　　　 丶　　 ・　　　　　　　　　 ・　　　Ｉ　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　 ・

に つ い て は 、: 審 査 請 求 人 か ら 処 分 庁 に 対 し て 何 ら 連 絡 が な く 、 ま た 、 連 絡 が 取

れ な い 状 況 で あ っ た と 処 分 庁 は 弁 明 す る が 、 上 記 レ （ ２ ） に あ る と お り 、 処 分

庁 は 審 査 請 求 人 の 勤 務 先 を 把 握 し て い る こ と か ら 、 審 査 請 求 人 か ら 状 況 聴 取 を
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す る こ と は 可 能 で あ っ た ど言 え る ．　　　　　　　　　 ・ ．．･･･．　　　 ．･･

ま た 、上 記1  (3) に あ る と お り 、 処 分 庁 は 、 審 査 請 求 人 を 転 出 扱 い と す る

に あ た っ て は 、 審 査 幽 求 人 、㎜ 同 席 の も 机 害 鄒 を 把 握 し た 上 で 行 う 鼠 ■

飜 に 沛 ゛ ｙX･ 絽 が 、 処 分 庁 降 こ れ を 行 っ てTい な い
Ｏ　　　　　

二 十　 … ……
－　　　　　　　■　　・　・　　　　　　　Ｉ | ．　　　　　　　１

よ っ て √ 審 査 請 求 人 は 、 就 労 の 都 合 に よ り 一 時 的 に皿 面 こい る こ と は あ っ

て 仏 明 ら か に㎜j ＝t=fの 家 を 転 出 し た 乱 ヽう 客 観 的 な ﾃﾎ゙ﾟ 実 が 認 め ら れ な いレl

以 上 の と お り 、 審 査 請 求 人 の 申 し 立 て 仁 は 理 由 が あ る か ら 、1行 政 不 服 審 査 法
・　　　　　　　●　　　１ ■　　　　・　　　　　　　　　　　　㎜
・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

第 ４､O 条 第.3 項 の 規 定 を 適 用 し 、 主 文 の とお り 裁 決 す る ．　、‥‥ ‥ ‥ ‥

平成２３年(2011 年）’２月７日

教∇示

・　山口県知事 一
一 井 ＼関

卜 ｀　 こ の 裁 決 に づ い て 不 服 が あ る 場 合 に は √ こ め 裁 決 が あ っ た こ と を 知 っ た 日 の

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｌ　・　　 Ｉ ●丶　　　　　　　　　　　　　　　 ・I　　　　 ・　　　　　　　　　　　　　　　　.　　　 ’I　　　　　　　　　　　 ・　　　　　　　　　　　　　　　 ¶　　・
●　　　｜　　 ●.･’I ’　･, ｀　●., .I･　　　　　　　　　　.　　　.　･.　　　1　　　　　11　　 ｀　. ●　’●　　　　　　・十, 翌 日 か ら 起 算 し て30 汨 以 内 に √ 厚 生 労 働 大 臣 に 対 し て 再 審 査 請 求 を す る こ と

ダ　 が で き ま す 。 Ｊ　　　　　　　 づ へ　　　　　 卜　　　　　　　　　 ‥ ‥ ‥ ‥

Ｉ　　　　　 Ｉ　　　　　Ｉ　　　　　　Ｉ■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 丶■　　　　　　　　 ㎜　　　　　　　　　　　　　　　 ■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｓ　　　　　 ・
レ　 來 た ， こ の 裁 決 の 取 消 し の 訴 え は ， こ の 裁 決 が あ っ た こ と を 知 っ た 日 の 翌 日

‥ 二か ら 起 算 し て ６ 箇 月 以 内j に √ 山 口 県 を 被 告 と 七 て （ こ の 場 合 に お い て
， 山 口 県

∧ 知 事 が 被 告 の 代 表 者 と な り ま す ． ） 提 起 す る こ と が で き ま す
．　　　　　 二


